
　今、このまちの閉塞や息苦しさを、多くの市民が感じているのではないでしょうか。

　私は「今、大きな一歩を踏み出さなければ、このまちの未来はない」という思いを強く強く感じています。

　力や声の強い人の政治ではなく、市民の小さな声や弱い者の暮らしの声に耳を傾け、本当の幸福は何かを

考え、ずっと行動してきました。それは私たちのための民主的な市政を、市民の皆さまと共に対話し、清 し々い

沼津を創りあげたいからです。

　反対のための反対は対話を生まず、解決につながらないでしょう。異なる意見の者同士が語り合うために必

要なことは何か。それは、双方が真実を共有することから始まるのではないでしょうか。

　沼津が未来に向かって進んでゆくためには、いつ・どこで・何を決めているのかわからないようなブラック

ボックスの市政ではなく、市民に分かりやすい透明な市政をつくるために全力で向き合います。

　そして、自然豊かで素晴らしい環境を将来の世代に引き継ぐために、市民と行政が思いを共有し、同じ目標

に向かって一緒に希望にあふれ、幸せに暮らせる沼津にしていきましょう。

〒410-0022 静岡県沼津市大岡 1492（ルネサンス・トーア西隣）
TEL 055-951-1810 / FAX 055-951-1812
fumiko@yamashita.fm　http://www.yamashita.fm山下ふみこ後援会 f 山下ふみこ
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ぶれない信念 ー 誰もが幸せになるために



◆香貫山影奉仕として月に一度香貫山のゴミ拾い
◆保育園ボランティア「紙芝居屋さん」
◆児童発達支援センターみゆき お散歩ボランティア

（後援会長・元フリージャーナリスト）

1953年 沼津市大岡生まれ
県立沼津西高等学校卒業
学習院女子短期大学人文学部卒業
東京テキスタイルスクール卒業
帽子デザイナーとしてアトリエ開設
女性経営者として仕事と子育てを両立
祖父は「沼津乗馬クラブ」を開いた植松亀太郎
父は獣医 植松利顕

◆沼津市議会議員（2007年～３期）
鉄道高架事業への財政的な見通しの甘さを指摘し続ける
障害者、子育て支援などを中心に、全議会で欠かさず
一般質問に立つ

風を変えよう！　空気を変えよう！
時代と環境も変わった。
この十数年の沼津に変化はあっただろうか？　
変えられるのはこの女性しかいない。

（医師・猟師・消防団）

弱者に寄り添うリーダーを　
お母さんを支え、子供を育み、若者と立ち、お父さんを叱咤
し、高齢者に寄り添う。そんなリーダーが必要です。
山下さんを応援します。

中小企業の支援

市政の見える化改革

子育て支援は
                 未来の投資

堅実な行財政改革

市民の暮らしを守る
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沼津乗馬倶楽部

大好きな沼津がルーツ！大好きな沼津がルーツ！

市議３期、財政が専門分野市議３期、財政が専門分野

続けてます！続けてます！
（元高校教師）

閉塞感のある市政に風穴を！　

香貫山影奉仕

市民が主役、「情報公開」で開かれた市政づくり　委員会・審議会もインターネット中継、政策
決定過程や公共事業の効果・評価を公開し、予算編成過程の透明化、わかりやすさを重視した
情報提供に取り組みます。

ムリとムダをなくす　沼津の将来予測を堅実に行い、生活最優先の行財政改革をすすめます。
公用車のカーシェアリング等や自転車を活用したサイクルシティを目指します。
市民目線の政治に変える　市民がまちづくりの当事者です。優先順位の検討過程に市民参加
の仕組みをつくり、住民目線を市政に反映させます。

橋田幸子

馬渡敏也

閉塞感のある市政に風穴をあけ、シフトチェンジできる
唯一の人であり、力強い原動力に、明るい未来を創れる
人と確信します。

◆県内女性議員を増やす会「なないろの風」を結成し活動
◆全国自治体議員政策情報センター静岡県代表

山室義子

ボランティア、カンパ募集！ボランティア、カンパ募集！
郵便振替 　山下ふみこ後援会　  口座番号 55791471

（他金融から振り込む場合）
店名　二三八　店番238　普通　口座番号 5579147
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多様な働き方・育児支援　親と子どもの包括支援や、不足している病児保育を拡充するため、近隣
自治体との連携や市立病院を活用します。待機児童の解消に継続して取り組みます。在宅勤務にも
対応するベビーシッターの派遣や利用補助を検討、放課後児童クラブをさらに充実させます。
孤独な育児ゼロ 　子育て親子が気軽に相談・交流できる、地域の子育て支援の拠点をつくります。
教育は人づくり　  学習支援、奨学金支援、図書館機能の拡充、学校施設の改善をすすめます。

生活の質を向上させる　環境負荷の軽減や市民の負担を減らすため、築41年のごみ焼却場建
替計画の道筋をつくります。
命を守る津波地震対策　築51年の市庁舎が災害時の拠点施設として機能するよう更新、避難所
となる施設のトイレ整備を進める検討を、最重要課題として取り組みます。

人材定着や業績向上、産業育成等、企業の多様なニーズをとらえ、総合的な中小企業支援を
行います。若者や女性の雇用をつくるため、省スペースで生産性の高いIT企業やクリエイティ
ブ産業を増やす等、沼津の地の利を生かした雇用・企業支援をすすめます。

誰も置き去りに
　　　しないまちへ

孤独担当課の設置　貧困や虐待、老々介護や介護離職などの介護の困りごとは、自己責任で
はなく“ぬまづの課題” です。地域のつながりを回復し、孤立を防ぐ支援をします。
自分らしく生きられるぬまづへ　障害者や LGBTをはじめとする、生きにくさを抱えるすべて
の当事者の声を聴き、多様性を尊重したまち・ひと・地域づくりをすすめます。

女性もシニアも、もっと活躍　
潜在労働力はぬまづの活力

コミュニティを育てる・つなぐ　
鉄道高架に頼らないまちづくり

中心市街地への居住を促進し、併せて医療・福祉・子育て支援・商店等の機能を導入したコンパ
クトシティを実現します。また、ららぽーと沼津開設に向け、沼津港や観光地、沼津 ICや駅周辺、
市内南北の各地域をむすぶ公共交通の充実に取り組みます。

能力・経験のある優秀な人材が働き先に恵まれないという課題に真剣に向き合い、厚労省や内閣
府がすすめる支援や助成では不足している、人と企業のマッチング、リノベーション事業と組み
合わせたシェアリング等で「沼津モデル」をつくります。
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